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【表紙写真】
東京都新宿区の落合・中井エ
リアで、年1回行われるイベン
ト「染の小道」。かつて染め物
の水洗いをしていた妙法寺川
に反物が掲げられ、道行く人々
の目を楽しませています。
（今年は2023年2月24～26日
に開催）

「小さな親切」誌は、季刊発行
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　3月12日（ 日 ）、ANA Team HND Orchestra
（エイエヌエイ・チーム・羽田・オーケストラ。通称
＂羽
ハネ
オケ＂）に「小さな親切」実行章を贈呈。この日は、

ディナーショー開催のための資金を募ったクラウド
ファンディングのリターン（返礼）として、支援者一
組とセッションを行うプライベート演奏の日でした。
　羽オケは、全国の空港や地域のイベント等で、ボ
ランティアで公演を行っており、「追っかけ」もいる
ほど人気の社員バンドです。
　メンバーは、ANAグループの各職場で働く有志の
皆さん。パイロットや整備士、キャビンアテンダン
トなどそれぞれの制服で、ANAの機内で流れている
『Another	Sky（アナザースカイ）』を始め、『情熱大
陸』『浪漫飛行』などを演奏してくださり、演奏力の
高さはもとより、メンバーの笑顔に魅了されました。
まさに、実行章の推薦文にあった「羽オケさんは、音
楽で笑顔と感動を届けています」そのものです。
　東日本大震災からの復興を願い、羽田空港で開催
された七夕イベントでの演奏が羽オケのスタート。
「この活動は、自己犠牲の精神がないと難しい。メン
バーは人間性も大事です。国籍、職業、世代もバラ
バラですが、みんな仲がいいですよ」と語るのは、発
起人の岩川明浩さん（現役パイロット）。
　当初はMCをつとめていましたが、活動を機にベー

スを手に入れ、今では演奏を成立させる大事な一員
となりました。
　バイオリン担当の崔

チェヨン
竜さんは、バンドリーダーと

して曲のアレンジに加えて、練習の仕切り、演奏者
のスケジュールや会社との稼働調整など、活動しや
すい環境づくりにも努めています。「東日本大震災で
はお客様が減り、それぞれが自分に何ができるかを
考えました。コロナ禍では全ての仕事が無くなった
メンバーもいて、苦しい時期もありましたが、羽オ
ケを通して会社や社会の役に立てて良かった」とこれ
までを振り返りました。
　演奏メンバーを探していた岩川さんが、崔さんに
かけた1本の電話がすべての始まり。以来、二人の
タッグは、葉加瀬太郎さんやTUBEとのコラボを実
現させ、オンラインでの演奏配信、ディナーショー
の開催など新たな活動へと輪を広げています。

心に響く 音楽の翼を広げて
―ANA Team HND Orchestra―

発起人の岩川さんに賞状を贈呈。バイオリンを手にするのがリーダーの崔さん。

　江戸時代、染める図柄に合わせて型を彫り、
均一な絵柄を染める「型染め」の技法が誕生
すると、同じ絵柄の反物を大量生産できるよう
になりました。幕府によって派手な色柄の着物
は禁じられていましたが、江戸では繊細な文様
の「江戸小紋」「江戸更紗」が生まれ、庶民も
おしゃれを楽しむように。
　明治・大正時代になると、きれいな水を求め
て染め物職人たちが神田から新宿の落合に移り
住むようになり、周辺は「染め物の街」として
発展。現在は約10社の染物業者が江戸染色の
技法、伝統を守っています。

（9頁では、江戸更紗の型染め体験を紹介しています。）

年２月26日付の各紙が伝えた死亡記事『西
山太吉さん死去 91歳＂沖縄密約＂報道』。私

の毎日新聞記者時代の先輩記者のご逝去。様々な
方々の死亡記事は、私にとってそれぞれが衝撃的
だが、とりわけ西山さんは……。
　私より７年ほど入社が前の政治記者。豪快その
ものの人柄だった。名は秘すが、当時の有力政治
家に惚れ込んで、いつの日かその人の政権が実現
するのを自らの目標としていたことも、私は知っ
ていた。
　私は昭和46年ごろ、本土復帰前の＂沖縄特派員＂
を１年ほどつとめたあと政治部に戻り、当時の防
衛庁（現：防衛省）を担当。自民党政府が推し進め
ていた「第四次防衛力整備計画（四次防）」の策定作
業が国会無視の強引なもので、私はもちろん他社
の記者も多くが政府批判の論陣をはっていた。

る日の政治部のデスクの前でのこと。私が
政府批判の記事を提出したのを横で見てい

た西山先輩が、いきなり大声で、数枚のコピーを
机にたたきつけながら、こう叫んだ。
　「おいっ、ツネ！四次防で政府はつぶせるもんか。
それより、これだ！沖縄返還の政府密約だ！」
　西山記者はその後、沖縄返還をめぐる日米協議
で、米国側が負担すべき米軍用地の原状回復補償
費400万ドルを日本側が肩代わりするという機密
文書を手に入れ、その暴露記事をスクープ。世間
にとてつもない衝撃を与えた。政府は、西山記者
が当時担当していた外務省の女性事務官から秘か
にこの文書を入手、報道したとして国家公務員法
違反容疑で二人を逮捕。昭和53年、最高裁で有罪
が確定した。
　西山記者は、その4年前に毎日新聞を退社。秘密文書の開示
要求訴訟も実らなかったが、その後、米国側の公文書によって
密約の存在が確認されている。

府と報道機関の間の闘いは裁判の場でも展開され、あ
る記者の証言は、新聞記者を学生時代から目指してい

た私の記憶に鮮明に残っている。「権力は腐敗しやすく、国民
に真実をさらすのが報道機関の義務」。沖縄の返還を実現する
ための交渉の秘策を結んだ政府と、真実を国民たちに伝える
ジャーナリズムの使命。「無冠の帝王」という言葉は、いまや
あまり聞かれなくなったが、改めて辞典をひもとくと……。
　『特別の地位は無いが、強い力のある者。また権力に屈しな
い者の意で、ジャーナリスト、特に新聞記者の称（大辞林）』。
西山さんは沖縄返還50年の昨年、新聞のインタビューに答え
て、こう述べている。
　「私の取材方法が反社会性を持っていたことは認める。認め
るけれど、そういう取材でないと不当な国家機密がとれないと
ころに大きなジレンマがある」。
　西山先輩、あなたが残してくれた人間社会への教訓は不滅だ
と、後輩記者だった私は申し上げます。どうか、ゆっくりとお
休みください。
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写真撮影の笑顔づくりは「チーズ！」でなく、
「せーの、ANA（エイエヌエイ）！」が羽オケ風。

「染の小道」期間中、
中井駅周辺の商店
街では、染色作家や
染色を学ぶ学生が
作った「のれん」が飾
られました。様々な
デザインののれんを
見ながらの街歩きが
楽しいです。


